
保健師の副町長として考える、
人口ビジョンを踏まえた健康なまちづくり

～職業生活を振り返って、今思うキャリアデザイン～
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話しの流れ

１. はじめに

２. 田原本町の概要

３.適最適に縮むこと
住民の幸福度を上げること

４． 保健事業の体制と取り組み

５. 保健師の立場で思うこと
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１．はじめに

(1) 自己紹介①

・平成元年 東京の医療機関で看護婦として勤務
・平成4年 田原本町役場に看護婦で採用
・平成6年 保健婦養成学校に入学
・平成7年 田原本町役場に保健婦で採用
・平成30年 健康福祉課長
・令和3年 住民福祉部長
・令和6年 副町長（田原本町初の女性副町長）

（２）自己紹介②

●副町長とは
・町長より指名され、議会で同意を得て選任
・町長を補佐し、政策・企画や職員の事務の監督
・町長が不在であれば職務を代理
・いったん退職し、4年任期
・田原本町で副町長は1人のため全体を網羅
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１．はじめに

(３) 自己紹介 その実態は・・・

・平成元年 東京の医療機関で業務についていけず
・平成4年 役場に採用され、事務量の多さに驚く
・平成6年 学校の勉強に圧倒される
・平成7年 役場に保健師で採用

子育て、家事、仕事でもう無理・・
PTA,学童保育の役員もさらに追加
係長試験を何度も受けず

・令和3年 部長になってからも、孫の送迎、家事
あふれかえる業務・・・

毎日を1日1日やれるだけのことをやって
気持ちを切り替えて次の日を迎える

自分の意思を強くもって進む道を決めたの
ではなく、周囲の助言、巡りあわせ
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２．田原本町の概要

(1) 概要

・人口約３万１千人
・奈良盆地の中央 東西5.8㎞ 南北6.1㎞
・面積は21.1㎢
・平坦な土地で、豊かな自然環境が広がっている
・歴史的には、弥生時代の「唐古・鍵遺跡」が有名
・古墳や神社仏閣等も散在

（２）人口構造の変化
・全国的な傾向同様、近年人口減少傾向
・世帯数は増加傾向で推移
・この５年は転入者が転出者を上回る社会増
今年は自然減、社会減

・20代の転出超過が大きい
・市街化区域の開発の減少により
ベッドタウンとして限界



２．田原本町の概要
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図１ 田原本町の人口の推移
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田原本町の人口推移
※2025年以降の数値は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2023年推計）より抜粋
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最適に縮む

全国的な流れで少子化がすすむ
一市町村の取り組みでは大きな流れは変えられない

→人口が少なくても住民の幸福度を上げていくことを大切にしよう

・魅力的な職場を地域につくり、多様な雇用環境を創出
若者に選ばれるまち

・誰もが安心して暮らせるまち

●国において「地方創生２・０基本構想」がR７年6月閣議決定

＜１・０との違い＞
１・０では、人口減少に歯止めをかけるという考え方
２・０は、人口減少を正面から受け止めた上での施策を展開



３．最適に縮むこと、住民の幸福度を上げること
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ウェルカムガイド

「ちょうどいいまちTAWARAMOTO」
田原本町を知らない人に情報発信
冊子を町内２６か所の不動産会社に配布
ホームページにも目立つところにアップ



４．保健事業の体制と取り組み
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町役場の組織

住民福祉部（４課）の正職員専門職の配置状況

住民保健課 保健センター係 保健師５人（課長補佐１人 係長１人）

管理栄養士１人

健康福祉課 保健師1人（課長）

社会福祉士1人（課長補佐）

こども未来課 保健師２人 助産師1人
発達相談員2人（課長１人）

長寿介護課 保健師1人（係長）

看護師4人（課長1人 課長補佐1人）



４．保健事業の体制と取り組み
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ヘルスケアプロジェクト事業

●健幸ポイント事業
●健幸運動教室

●健幸ポイント事業
活動量計で歩いた分をポイントとして貯める
年会費２，０００円
付与ポイント最大４，０００円
ポイントは地域振興券に交換
アプリをインストールして、プッシュ型で配信
イベントの参加者が増加

●健幸運動教室
プログラムに基づく筋力トレーニング
コロナ下でもオンラインでトレーナーと運動
6か月の期間終了後も卒業生として継続



４．保健事業の体制と取り組み
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「重層的支援体制整備事業」

R6年度から本格実施
1次窓口間の連携はスムーズになった
連絡先の広がりにより、課題解決ケースも増

社会福祉協議会に委託し、事業検討の場を持っている
アウトリーチ等継続的支援事業
地域づくり事業

地域をまきこんだり、既存サービスの枠を
広げる取り組みをどう展開していくか

定例会議を「形骸化」しないように模索中



４．保健事業の体制と取り組み
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図２ 「こどもまるごとプロジェクト」



４．保健事業の体制と取り組み
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図３ 「ともに生きていくまちプロジェクトTawaramoto」



４．保健事業の体制と取り組み
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図４「住民一人一人がまちづくりを自分ごととして捉える」



４．保健事業の体制と取り組み

15

図５ 「未来を拓く行革～みんなでつくる持続可能なまち～」



５．保健師の立場で思うこと
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「住民主体」で取り組んできたことは普遍性があった

都市計画・教育・防災など行政のどの分野でも「住民主体」の
考え方が重要

まちづくりの会議にも「Well-being」の概念よくでてきます

保健師は住民との接点が多いのが強み

コミュニケーションが行政の根幹

「専門職としての懸念」

専門的であるがゆえに、自分で自分の業務を「これ」と
小さく捉えてしまう可能性
（すごく小さな縦割り行政に陥りやすい）



５．保健師の立場で思うこと
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「行政事務」は苦手ですか

どんな事務をされていますか？

会計処理

条例・要綱作成

契約

議会対応

などなど・・・

「得意」という人は会ったことがないので、みんな苦労しているはず・・・



５．保健師の立場で思うこと
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「行政事務」をわからないなりにやってみる

部署の異動は転職並みにやることが違う

行政事務職の人も苦労しながら業務に
あたっている

公共の仕事の難しさと民間企業にない
地域・住民への思い

●ワンポイントアドバイス
財政部局に予算の相談をするには
事業の財源がないか、国、県などの
補助金、交付金、起債などの歳入を
確認してから話してみては・・・

（「わかってくれてる」と話しやすくなる可能性が）

自分のところが他自治体と無料で比較できる便利なツールもあります
※地方公共団体金融機構 財政分析チャートNewOctagon



５．保健師の立場で思うこと
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「人材マネジメント」
できる限り多くの課題に思いをめぐらせて、考えられる最良の「解」

職員の力を最大限に発揮できる環境が住民サービスの向上につながる

「やらされ感」がないように「自分たちでつくりあげている感」が大事

令和6年度から「横のつながりを深める」ことをはじめる
部長・課長・補佐・係長の階層別の研修会を定期的に開催

意見交換を重ねることで、変わるべきものは何かを見定める
課題の整理、分析、解決策の手法、実行、それを皆で共有

職員全体のつながりを
深めるため
「TEAMたわらもと
ゆるふわ通信」発行



５．保健師の立場で思うこと
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「福祉の増進」

地方自治法第1条の２
「地方公共団体は、住民の福祉の増進を図ることを基本として（略）」

地方公務員であれば、どのような部署であれ「住民の福祉の増進」に
関わっている

これからも皆さまの「こうありたいという思い」を大切に

奈良県田原本町


